
穀倉 

土蔵造、切妻造りの建物で、正面に庇が取り付く。正面２間（３．８メートル）側面５間（９．４メートル）の規模を

有し、内部は土間の一室である。当初材と判断される置屋根の棟木上端に「安政三年(1857)□五月三日」の墨書が発見さ

れ、唯一建築年代が確認された建物である。 

 

 

穀倉 正面（東南） 



 

穀倉（南面） 

 

穀倉（東面） 向かって左奥に文庫倉 


